
各
務
洋
子
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
２
０
２
５
年
４
月
１
日
付

で
村
松
哲
文
仏
教
学
部
教
授
が
学

長
に
就
任
し
た
。
村
松
学
長
は
、

１
９
６
７
年
東
京
都
生
ま
れ
。
２

０
０
３
年
に
早
稲
田
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位

取
得
退
学
。
早
稲
田
大
学
會
津
八

一
記
念
博
物
館
を
経
て
、
２
０
０

５
年
に
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
専
任

講
師
と
し
て
着
任
。
２
０
０
９
年

に
同
学
部
准
教
授
、
２
０
１
５
年

に
同
学
部
教
授
。
２
０
２
１
年
学

術
研
究
推
進
部
長
、
禅
文
化
歴
史

博
物
館
館
長
を
歴
任
。
専
門
は
仏

教
美
術
史
、
禅
美
術
。
数
々
の
著

書
や
論
文
を
発
表
し
、
主
な
著
書

に
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
教
授
が

語
る 

仏
像
鑑
賞
入
門
』、『
体
感

す
る
仏
像
』
な
ど
。
中
国
を
中
心

と
し
た
仏
教
文
化
圏
の
美
術
史
を

研
究
し
、
大
学
で
の
授
業
・
研
究

に
加
え
、
多
数
の
市
民
講
座
の
講

師
や
テ
レ
ビ
番
組
に
も
出
演
。
学

長
就
任
に
あ
た
っ
て
、「
１
．
誰

か
ら
も
愛
さ
れ
る
大
学
：
縁
起
」

「
２
．
み
ん
な
で
助
け
合
う
大
学
：

慈
悲
」「
３
．
お
互
い
に
高
め
合
う

大
学
：
知
恵
」
を
３
つ
の
方
針
と

し
、
就
任
後
も
授
業
と
研
究
を
続

け
な
が
ら
、
20
年
後
も
輝
き
続
け
、

仏
教
の
教
え
と
禅
の
精
神
に
基
づ

く
「
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
大
学
」

を
目
指
す
。

駒
澤
大
学

駒
澤
大
学 
学
長

村む
ら

松ま
つ 

哲て
つ

文ふ
み

２
０
２
５
年
６
月
23
日
付
で
松

山
東
雲
女
子
大
学
、
松
山
東
雲
短

期
大
学
の
学
長
に
就
任
し
た
。
任

期
は
２
０
２
９
年
３
月
31
日
ま
で
。

水
代
仁
学
長
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
大
学
（U

niversity of 
San Francisco

）
大
学
院
経
営

学
修
士
課
程
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
を
修
了
。

１
９
９
３
年
に
松
山
東
雲
短
期
大

学
に
着
任
。
そ
の
後
、
教
務
部
長
、

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
長
、
副
学
長
、

松
山
東
雲
学
園
理
事
な
ど
を
歴
任
。

専
門
は
経
営
学
。
経
営
戦
略
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、
愛

媛
県
の
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も

注
力
し
て
い
る
。
地
方
自
治
体
と

連
携
を
し
、
学
生
有
志
と
と
も
に
、

地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
取

り
組
み
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

松
山
東
雲
学
園
は
、
認
定
こ
ど

も
園
、
中
学
・
高
等
学
校
、
短
期

大
学
、
大
学
を
有
す
る
総
合
学
園

で
あ
る
。
松
山
東
雲
短
期
大
学
は

１
９
６
４
年
、
松
山
東
雲
女
子
大

学
は
１
９
９
２
年
に
設
置
さ
れ
、

現
在
で
は
四
国
唯
一
の
女
子
大
学

と
な
っ
て
い
る
。
社
会
の
急
激
な

変
化
、
急
速
な
少
子
化
に
対
応
す

る
た
め
に
、
小
規
模
大
学
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
を
深
化
さ
せ
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
の

た
め
に
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、

期
待
さ
れ
る
大
学
と
し
て
進
化
し

続
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

松
山
東
雲
女
子
大
学

松
山
東
雲
女
子
大
学 

学
長

水み
ず

代し
ろ 

仁
ひ
と
し
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寺
尾
英
智
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
２
０
２
５
年
４
月
１
日

付
で
北
村
行
伸
学
長
が
就
任
し
た
。

任
期
は
３
年
間
。

新
学
長
は
１
９
８
１
年
慶
應
義

塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
、
１
９
８

２
年
米
国
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了
（M

.A.

）、

１
９
８
８
年
英
国
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
博
士
課
程

修
了
（D

.Phil.

）。
１
９
８
８
年
経

済
開
発
協
力
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
、
１
９
９
１
年
日
本

銀
行
金
融
研
究
所
研
究
員
、
１
９

９
６
年
慶
應
義
塾
大
学
特
任
助
教

授
、
１
９
９
９
年
一
橋
大
学
経
済

研
究
所
助
教
授
を
経
て
、
２
０
０

２
年
同
経
済
研
究
所
教
授
、
２
０

２
０
年
立
正
大
学
経
済
学
部
教
授
、

２
０
２
１
年
立
正
大
学
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
部
教
授
を
歴
任
。
そ

の
間
、
２
０
１
４-

２
０
２
０
年
日

本
学
術
会
議
会
員
、
２
０
１
９-

２

０
２
１
年
総
務
省
統
計
委
員
会
委

員
長
な
ど
の
要
職
に
つ
い
て
い
る
。

専
門
分
野
は
経
済
学
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
。
著
書
に
『
パ
ネ
ル

デ
ー
タ
分
析
』（
岩
波
書
店
、
２
０

０
５
）
他
多
数
あ
る
。

立
正
大
学
は
創
立
１
５
３
年
を

迎
え
、
９
学
部
７
研
究
科
を
擁
し
、

学
生
数
１
万
人
を
超
え
る
総
合
大

学
で
あ
る
。
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
真
実
、
正
義
、
和
平
」
を
、
複
雑

化
し
た
現
代
社
会
の
中
で
、
学
生

が
追
求
し
て
い
く
た
め
に
、
学
部

の
再
編
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善

を
計
画
し
て
い
る
。

立
正
大
学

立
正
大
学 

学
長

北き
た

村む
ら 

行ゆ
き

伸の
ぶ

２
０
２
５
年
３
月
31
日
付
で
鈴

木
美
華
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

１
９
７
１
年
の
開
学
以
来
、
初
の

女
性
学
長
で
あ
る
。
任
期
は
３

年
間
。

鈴
木
学
長
は
創
価
大
学
法
学
部

を
卒
業
後
、
司
法
試
験
に
合
格

し
、
最
高
裁
判
所
司
法
研
修
所
を

修
了
。
日
本
に
お
い
て
弁
護
士
資

格
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
米
国

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学（
ブ
ル
ー
ミ
ン

ト
ン
）
法
科
大
学
院
で
法
学
修
士

課
程
を
修
了
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
司
法
試
験
に
も
合
格
。
会
社

法
お
よ
び
企
業
法
務
を
専
門
と
し
、

日
本
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

弁
護
士
資
格
を
有
す
る
弁
護
士
と

し
て
国
際
的
に
活
躍
し
た
。

２
０
１
０
年
に
は
創
価
大
学
法

科
大
学
院
教
授
と
し
て
着
任
し
、

法
曹
人
材
の
養
成
に
尽
力
し
て
き

た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
度
か

ら
は
法
学
部
長
、
２
０
２
４
年
度

か
ら
は
副
学
長
（
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
担
当
）
を
歴
任
し
、
多
様
な

価
値
観
を
尊
重
す
る
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
た
。

学
長
と
し
て
、
学
生
一
人
ひ
と

り
が
個
性
と
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
る

と
と
も
に
、
世
界
70
ヵ
国
・
地
域
、

２
７
２
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定

を
基
盤
に
、
さ
ら
な
る
国
際
化
を

推
進
し
、「
価
値
創
造
を
実
践
す
る

世
界
市
民
の
育
成
」
を
目
指
す
。

創
価
大
学

創
価
大
学 

学
長

鈴す
ず

木き 

美み

華か
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寺
尾
英
智
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
２
０
２
５
年
４
月
１
日

付
で
北
村
行
伸
学
長
が
就
任
し
た
。

任
期
は
３
年
間
。

新
学
長
は
１
９
８
１
年
慶
應
義

塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
、
１
９
８

２
年
米
国
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学

大
学
院
修
士
課
程
修
了
（M

.A.

）、

１
９
８
８
年
英
国
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
博
士
課
程

修
了
（D

.Phil.

）。
１
９
８
８
年
経

済
開
発
協
力
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
、
１
９
９
１
年
日
本

銀
行
金
融
研
究
所
研
究
員
、
１
９

９
６
年
慶
應
義
塾
大
学
特
任
助
教

授
、
１
９
９
９
年
一
橋
大
学
経
済

研
究
所
助
教
授
を
経
て
、
２
０
０

２
年
同
経
済
研
究
所
教
授
、
２
０

２
０
年
立
正
大
学
経
済
学
部
教
授
、

２
０
２
１
年
立
正
大
学
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
部
教
授
を
歴
任
。
そ

の
間
、
２
０
１
４-

２
０
２
０
年
日

本
学
術
会
議
会
員
、
２
０
１
９-

２

０
２
１
年
総
務
省
統
計
委
員
会
委

員
長
な
ど
の
要
職
に
つ
い
て
い
る
。

専
門
分
野
は
経
済
学
・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
。
著
書
に
『
パ
ネ
ル

デ
ー
タ
分
析
』（
岩
波
書
店
、
２
０

０
５
）
他
多
数
あ
る
。

立
正
大
学
は
創
立
１
５
３
年
を

迎
え
、
９
学
部
７
研
究
科
を
擁
し
、

学
生
数
１
万
人
を
超
え
る
総
合
大

学
で
あ
る
。
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
真
実
、
正
義
、
和
平
」
を
、
複
雑

化
し
た
現
代
社
会
の
中
で
、
学
生

が
追
求
し
て
い
く
た
め
に
、
学
部

の
再
編
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善

を
計
画
し
て
い
る
。

立
正
大
学

立
正
大
学 
学
長

北き
た

村む
ら 

行ゆ
き

伸の
ぶ

２
０
２
５
年
３
月
31
日
付
で
鈴

木
美
華
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

１
９
７
１
年
の
開
学
以
来
、
初
の

女
性
学
長
で
あ
る
。
任
期
は
３

年
間
。

鈴
木
学
長
は
創
価
大
学
法
学
部

を
卒
業
後
、
司
法
試
験
に
合
格

し
、
最
高
裁
判
所
司
法
研
修
所
を

修
了
。
日
本
に
お
い
て
弁
護
士
資

格
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
米
国

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学（
ブ
ル
ー
ミ
ン

ト
ン
）
法
科
大
学
院
で
法
学
修
士

課
程
を
修
了
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
司
法
試
験
に
も
合
格
。
会
社

法
お
よ
び
企
業
法
務
を
専
門
と
し
、

日
本
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

弁
護
士
資
格
を
有
す
る
弁
護
士
と

し
て
国
際
的
に
活
躍
し
た
。

２
０
１
０
年
に
は
創
価
大
学
法

科
大
学
院
教
授
と
し
て
着
任
し
、

法
曹
人
材
の
養
成
に
尽
力
し
て
き

た
。
さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
度
か

ら
は
法
学
部
長
、
２
０
２
４
年
度

か
ら
は
副
学
長
（
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
担
当
）
を
歴
任
し
、
多
様
な

価
値
観
を
尊
重
す
る
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
推

進
し
て
き
た
。

学
長
と
し
て
、
学
生
一
人
ひ
と

り
が
個
性
と
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
る

と
と
も
に
、
世
界
70
ヵ
国
・
地
域
、

２
７
２
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定

を
基
盤
に
、
さ
ら
な
る
国
際
化
を

推
進
し
、「
価
値
創
造
を
実
践
す
る

世
界
市
民
の
育
成
」
を
目
指
す
。

創
価
大
学

創
価
大
学 

学
長

鈴す
ず

木き 

美み

華か
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一
戸
達
也
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
２
０
２
５
年
６
月
１
日

付
で
片
倉 

朗
教
授
が
第
13
代
東

京
歯
科
大
学
学
長
に
就
任
し
た
。

任
期
は
３
年
間
。
片
倉
学
長
は
１

９
６
０
年
東
京
都
生
ま
れ
。
１
９

８
５
年
東
京
歯
科
大
学
卒
業
。
１

９
９
１
年
東
京
歯
科
大
学
大
学
院

歯
学
研
究
科
修
了
（
歯
学
博
士
）。

２
０
１
５
年
東
京
歯
科
大
学
口
腔

病
態
外
科
学
講
座
主
任
教
授
、
２

０
１
９
年
同
大
学
水
道
橋
病
院
病

院
長
、
２
０
２
２
年
同
大
学
副
学

長
・
同
大
学
千
葉
歯
科
医
療
セ
ン

タ
ー
長
を
歴
任
。
専
門
分
野
は
、

口
腔
外
科
学
。
日
本
口
腔
外
科
学

会
理
事
、
日
本
口
腔
科
学
会
理
事

長
。
口
腔
癌
の
早
期
診
断
な
ら
び

に
機
能
を
温
存
し
た
治
療
法
の
研

究
と
診
療
に
携
わ
る
一
方
で
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
の

歯
科
医
療
の
あ
り
方
の
提
言
を

行
っ
て
き
た
。

現
代
社
会
に
お
い
て
歯
科
医
学

の
役
割
は
大
き
く
広
が
り
、
う
蝕

や
義
歯
な
ど
の
形
態
回
復
の
治
療

だ
け
で
な
く
、
口
腔
医
療
を
通
じ

て
全
身
の
健
康
を
支
え
る
視
点
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
東
京
歯
科
大

学
は
「
歯
科
医
師
た
る
前
に
人
間

た
れ
」
の
建
学
理
念
の
も
と
、
人

類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
協
調
性
、
問
題
解
決
能

力
、
変
革
意
欲
を
有
し
、
そ
の
使

命
を
担
う
歯
科
医
師
の
育
成
に
力

を
注
ぐ
。

東
京
歯
科
大
学

東
京
歯
科
大
学 

学
長

片か
た

倉く
ら 

朗
あ
き
ら

富
田
敬
子
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
２
０
２
５
年
４
月
１
日

付
け
で
下
村
裕
学
長
が
就
任
し
た
。

下
村
新
学
長
は
１
９
６
１
年

京
都
市
生
ま
れ
。
１
９
８
４
年
に

東
京
大
学
理
学
部
物
理
学
科
を
卒

業
後
、
１
９
８
９
年
に
東
京
大
学

大
学
院
理
学
系
研
究
科
物
理
学
専

門
博
士
課
程
を
修
了
。
理
学
博
士
。

東
京
大
学
理
学
部
助
手
を
経
て
、

１
９
９
１
年
に
慶
應
義
塾
大
学
法

学
部
専
任
講
師
と
な
り
、２
０
０
０

年
に
同
教
授
。
２
０
０
６
年
か
ら

２
０
１
２
年
ま
で
慶
應
義
塾
志
木

高
等
学
校
校
長
を
兼
任
し
た
。
専

門
は
力
学
、
流
体
物
理
学
の
研
究

で
、
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に

研
究
留
学
中
の
２
０
０
２
年
、「
回

転
ゆ
で
卵
が
立
ち
上
が
る
」
物
理

を
解
明
し
た
共
同
研
究
成
果
を
科

学
誌
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
に
発
表
し

た
。
さ
ら
に
「
高
速
で
回
転
す
る

卵
は
立
ち
上
が
る
途
中
で
ひ
と
り

で
に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
」
こ
と
を
予

測
し
、
実
証
す
る
こ
と
に
も
成
功

し
た
。
著
書
に
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

の
卵
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）、

『
卵
が
飛
ぶ
ま
で
考
え
る
』（
日
本

経
済
新
聞
出
版
社
）
な
ど
が
あ
る
。

常
磐
大
学
は
、
建
学
の
精
神
に

掲
げ
る
「
実
学
」
を
通
し
て
「
社

会
で
生
き
る
た
め
の
力
」
を
培
う

教
育
を
展
開
し
て
い
る
。
国
際
感

覚
を
育
む
教
育
も
推
進
し
、
変
化

し
続
け
る
社
会
の
中
で
、
地
域
や

世
界
に
貢
献
で
き
る
実
践
的
な
力

を
備
え
た
人
を
育
て
る
「
学
び
の

場
」
で
あ
り
続
け
る
。

常
磐
大
学

常
磐
大
学 
学
長

下し
も

村む
ら 

裕
ゆ
た
か
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塚
本
俊
也
学
長
は
２
０
２
５
年

４
月
、
学
長
に
就
任
し
た
。
山
梨

英
和
大
学
は
県
内
唯
一
の
キ
リ
ス

ト
教
系
大
学
と
し
て
１
３
６
年
の

歴
史
を
持
つ
。
文
理
融
合
型
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
の
単
科
大
学
で
人
間

文
化
学
部
と
し
て
心
理
・
グ
ロ
ー
バ

ル
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
３
つ
の
学
問
領
域

を
設
け
て
い
る
。
複
数
に
ま
た
が

る
部
分
に
こ
そ
学
び
の
真
髄
が
あ

る
。
塚
本
学
長
は
タ
イ
国
立
マ
ヒ

ド
ン
大
学
大
学
院
修
士
課
程
・
健

康
社
会
科
学
専
攻
を
修
了
。H

IV
/

AID
S

の
予
防
教
育
な
ど
を
研

究
。
牧
師
と
し
て
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「AD
RA Japan

（
ア
ド
ラ
・
ジ
ャ

パ
ン
）」
の
日
本
支
部
長
と
し
て
、

ル
ワ
ン
ダ
、
コ
ソ
ボ
、
東
テ
ィ
モ
ー

ル
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
紛

争
後
の
緊
急
支
援
、
復
興
等
に
携

わ
っ
た
。
そ
の
後
、青
山
学
院
大
学

大
学
院
、
大
阪
大
学
大
学
院
等
で

国
際
協
力
や
人
道
支
援
、
紛
争
分

析
、
危
機
管
理
等
を
教
え
て
き
た
。

専
門
は
危
機
管
理
。
特
に
産
学
連

携
で
国
内
外
の
留
学
生
、
外
国
人

労
働
者
、
海
外
に
学
生
を
派
遣
し

て
い
る
教
職
員
向
け
の
危
機
管
理

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大

阪
大
学
で
開
発
。
国
内
の
大
学
に

お
い
て
は
座
学
で
実
施
す
る
こ
と

の
多
い
、
受
動
型
の
危
機
管
理
研

修
に
疑
問
を
持
ち
、
受
講
者
の
危

機
管
理
意
識
を
「
見
え
る
化
」
し

て
、弱
点
を
分
析
し
た
上
で
研
修
を

行
う
方
法
を
開
発
し
た
。
今
後
は

日
本
語
教
員
の
育
成
や
大
学
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

山
梨
英
和
大
学

山
梨
英
和
大
学 

学
長

塚つ
か

本も
と 

俊と
し

也や
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こちらから 
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塚
本
俊
也
学
長
は
２
０
２
５
年

４
月
、
学
長
に
就
任
し
た
。
山
梨

英
和
大
学
は
県
内
唯
一
の
キ
リ
ス

ト
教
系
大
学
と
し
て
１
３
６
年
の

歴
史
を
持
つ
。
文
理
融
合
型
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
の
単
科
大
学
で
人
間

文
化
学
部
と
し
て
心
理
・
グ
ロ
ー
バ

ル
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
３
つ
の
学
問
領
域

を
設
け
て
い
る
。
複
数
に
ま
た
が

る
部
分
に
こ
そ
学
び
の
真
髄
が
あ

る
。
塚
本
学
長
は
タ
イ
国
立
マ
ヒ

ド
ン
大
学
大
学
院
修
士
課
程
・
健

康
社
会
科
学
専
攻
を
修
了
。H

IV
/

AID
S

の
予
防
教
育
な
ど
を
研

究
。
牧
師
と
し
て
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「AD
RA Japan

（
ア
ド
ラ
・
ジ
ャ

パ
ン
）」
の
日
本
支
部
長
と
し
て
、

ル
ワ
ン
ダ
、
コ
ソ
ボ
、
東
テ
ィ
モ
ー

ル
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
紛

争
後
の
緊
急
支
援
、
復
興
等
に
携

わ
っ
た
。
そ
の
後
、青
山
学
院
大
学

大
学
院
、
大
阪
大
学
大
学
院
等
で

国
際
協
力
や
人
道
支
援
、
紛
争
分

析
、
危
機
管
理
等
を
教
え
て
き
た
。

専
門
は
危
機
管
理
。
特
に
産
学
連

携
で
国
内
外
の
留
学
生
、
外
国
人

労
働
者
、
海
外
に
学
生
を
派
遣
し

て
い
る
教
職
員
向
け
の
危
機
管
理

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
大

阪
大
学
で
開
発
。
国
内
の
大
学
に

お
い
て
は
座
学
で
実
施
す
る
こ
と

の
多
い
、
受
動
型
の
危
機
管
理
研

修
に
疑
問
を
持
ち
、
受
講
者
の
危

機
管
理
意
識
を
「
見
え
る
化
」
し

て
、弱
点
を
分
析
し
た
上
で
研
修
を

行
う
方
法
を
開
発
し
た
。
今
後
は

日
本
語
教
員
の
育
成
や
大
学
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

山
梨
英
和
大
学

山
梨
英
和
大
学 
学
長

塚つ
か

本も
と 

俊と
し

也や

Webサイトは
こちらから 

https://daigakujihou.
shidairen.or.jp/

● ［PICK UP!大学時報］で
  最新記事をスマホやタブレットでチェック
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松
井 

完
太
郎
（
ま
つ
い 

か
ん
た
ろ
う
）

国
際
武
道
大
学
学
長
。
東
海
大
学
大
学
院
博
士
課

程
前
期
修
了
。
修
士（
政
治
学
）。
国
際
武
道
大
学

体
育
学
部
長・副
学
長
を
経
て 

’22
よ
り
現
職
。

南 

博
文
（
み
な
み 
ひ
ろ
ふ
み
）

筑
紫
女
学
園
大
学
学
長
。
’85
米
国
ク
ラ
ー
ク
大
学
大
学

院
修
了
。Ph.D

.（
心
理
学
）。
広
島
大
学
、九
州
大
学
教

育
学
部
、同
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
院
を
経
て
、’23
よ

り
現
職
。
編
著『
環
境
心
理
学
の
新
し
い
か
た
ち
』等
。

石
田 

雅
芳
（
い
し
だ 

ま
さ
よ
し
）

立
命
館
大
学
食
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
長・教
授
。　

同
志
社
大
学
大
学
院
在
学
中
の
’94
よ
り
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
大
学
文
学
部
に
留
学
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会

国
際
本
部
に
勤
務
後
、帰
国
。
’18
よ
り
現
職
。

入
江 

彰
昭
（
い
り
え 

て
る
あ
き
）

東
京
農
業
大
学
地
域
環
境
科
学
部
教
授
。
東
京
農

業
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
博

士（
造
園
学
）。
’25
よ
り
同
大
学
産
学
官・地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
長
就
任
。

露
久
保 

美
夏
（
つ
ゆ
く
ぼ 

み
か
）

東
洋
大
学
食
環
境
科
学
部
准
教
授
。
お
茶
の
水
女

子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
創
成
科
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
修
了
。
博
士（
学
術
）。
主
著『
キ
ッ

チ
ン
ラ
ボ 

作
っ
て
食
べ
て
お
う
ち
実
験
！
』。

有
馬 

暁
澄
（
あ
り
ま 

あ
き
と
）

Beyond N
ext V

entures

㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
。
慶
應

義
塾
大
学
理
工
学
部
卒
業
後
、丸
紅
に
入
社
。
’19
よ

り
現
職
。
ア
グ
リ・フ
ー
ド
テ
ッ
ク
領
域
へ
の
投
資
、

産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
取
り
組
む
。

山
田 

健
太
（
や
ま
だ 

け
ん
た
）

専
修
大
学
文
学
部（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
）教

授
。
’84
青
山
学
院
大
学
卒
業
。
専
門
は
言
論
法
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
。
近
著『
転
が
る
石
の
よ
う

に
』『
法
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム 

第
四
版
』。

阿
部 

通
明
（
あ
べ 

み
ち
あ
き
）

立
教
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
課
長
。
立
教
大
学

社
会
学
部
卒
業
。
鉄
道
会
社
を
経
て
’97
立
教
大
学

入
職
。
管
財
部
、学
生
部
、教
務
部
を
経
て
’19
よ
り

現
職
。

住
吉 

祥
子
（
す
み
よ
し 

さ
ち
こ
）

明
治
大
学
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
務
部
就
職
キ
ャ

リ
ア
支
援
事
務
長
。
入
職
後
、教
学
系
の
部
署
を

複
数
経
験
の
後
、’24 

４
月
よ
り
現
職
。

林 

鶴
代
（
は
や
し 

つ
る
よ
）

実
践
女
子
大
学・実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
学

生
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
部
部

長
。
他
大
学
職
員
を
経
て
、’09
学
校
法
人
実
践
女

子
学
園
入
職
。
’24
よ
り
現
職
。

久
保 

ひ
と
み
（
く
ぼ 

ひ
と
み
）

芝
浦
工
業
大
学
理
事
。
就
職・キ
ャ
リ
ア
支
援

部
長
。

船
場 

ひ
さ
お
（
ふ
な
ば 

ひ
さ
お
）

駿
河
台
大
学
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
教
授
。
企
業
で
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
経
験
後
、九
州
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

修
了
。
岩
手
大
学
特
任
准
教
授
、横
浜
国
立
大
学
客
員

教
授
な
ど
を
経
て
’23
よ
り
現
職
。
博
士（
芸
術
工
学
）。

穴
田 

光
宏
（
あ
な
だ 

み
つ
ひ
ろ
）

岩
手
大
学
地
域
協
創
教
育
セ
ン
タ
ー
客
員
准
教
授
。

東
京
農
業
大
学
農
業
拓
殖
学
科
卒
業
。
卒
業
後
移

住
し
た
岩
手
県
岩
泉
町
で
’16
か
ら
学
生
受
け
入
れ

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
当
。
’24
か
ら
現
職
。

中
島 

英
里
香
（
な
か
し
ま 

え
り
か
）

株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
キ
ャ
リ
ア
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ

研
究
員
。
新
卒
採
用
領
域
の
調
査・研
究
に
従
事
。

大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
意
向
調
査
、低
学
年
の
キ
ャ
リ

ア
意
識
調
査
な
ど
を
担
当
。
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山
田 

啓
二
（
や
ま
だ 

け
い
じ
）

学
校
法
人
京
都
産
業
大
学
理
事
長
、京
都
産
業
大

学
法
学
部
教
授
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。
前

京
都
府
知
事（
４
期
）、元
全
国
知
事
会
会
長（
４

期
）。
’18
京
都
産
業
大
学
教
授
、’24
理
事
長
就
任
。

森
井 

英
一
（
も
り
い 

え
い
い
ち
）

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
。
’96
大
阪

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了
。
医
学
博
士
。
’12

か
ら
現
職
。
主
著『
実
践
細
胞
診
テ
キ
ス
ト
』（
共
著
）

な
ど
。

永
見 

浩
輔
（
な
が
み 

こ
う
す
け
）

文
部
科
学
省 

高
等
教
育
局 

大
学
振
興
課 

大
学
院

振
興
専
門
官

加
治
佐 

一
晃
（
か
じ
さ 

か
ず
あ
き
）

経
済
産
業
省
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・環
境
局
大
学
連

携
推
進
室
室
長
補
佐
。
’14
法
政
大
学
経
済
学
部
卒

業
、文
部
科
学
省
入
省
。
’24
よ
り
現
職
。

下
川 

哲
（
し
も
か
わ 

さ
と
る
）

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
術
院
教
授
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
副
所
長
。

岡
田 

友
子
（
お
か
だ 

と
も
こ
）

（
公
財
）日
本
財
団
公
益
事
業
部
シ
ニ
ア
オ
フ
ィ

サ
ー
。

山
本 

シ
ャ
ー
リ
（
や
ま
も
と 

し
ゃ
ー
り
）

甲
南
大
学
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
出
身
。
’20
神
戸
大
学

大
学
院
国
際
協
力
研
究
科
地
域
協
力
政
策
専
攻
修

士
課
程
修
了
。
修
士（
国
際
学
）。

小
松 

誠
和
（
こ
ま
つ 

の
ぶ
か
ず
）

久
留
米
大
学
医
学
部
准
教
授
。
’01
長
崎
大
学
大
学

院
海
洋
生
産
科
学
研
究
科
修
了
。
博
士（
学
術
）。

現
在
の
専
門
は
免
疫
学
と
医
学
教
育
学
。
日
本
協

同
教
育
学
会
理
事
。

横
田 

弘
文
（
よ
こ
た 

ひ
ろ
ふ
み
）

神
戸
女
学
院
大
学
生
命
環
境
学
部
長・教
授
。
’02

九
州
大
学
大
学
院
生
物
資
源
環
境
科
学
研
究
科
に

て
博
士（
農
学
）取
得
。
’10
神
戸
女
学
院
大
学
着

任
、’19
よ
り
教
授
、’25
よ
り
学
部
長
。

村
井 

智
史
（
む
ら
い 

さ
と
し
）

関
西
大
学
応
援
団
監
督
。
’99
関
西
大
学
部
法
学
部

政
治
学
科（
当
時
）卒
業
。
’24
よ
り
現
職
。

木
原 

高
治
（
き
は
ら 

こ
う
じ
）

東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情
報
学
部
教
授・全
学

応
援
団
顧
問
。
’91
愛
媛
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

修
了
。
主
著『
ア
ジ
ア
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・ガ
バ

ナ
ン
ス
改
革
』（
共
著 
白
桃
書
房
）。

河
原 

真
也
（
か
わ
は
ら 

し
ん
や
）

西
南
学
院
大
学
外
国
語
学
部
教
授
。
’02
早
稲
田
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取

得
退
学
、西
南
学
院
大
学
文
学
部
講
師
、准
教
授
を

経
て
’20
よ
り
現
職
。
専
門
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
。

青
戸 

慎
司
（
あ
お
と 

し
ん
じ
）

中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
副
部
長
。
ソ
ウ
ル
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
両
五
輪
に
陸
上
日
本
代
表
と
し
て
、

長
野
五
輪
に
ボ
ブ
ス
レ
ー
日
本
代
表
と
し
て
出
場
。

日
本
人
男
子
初
の
夏
冬
五
輪
出
場
を
果
た
す
。

外
川 

智
恵
（
と
が
わ 

ち
え
）

大
正
大
学
表
現
学
部
教
授
。
同
大
学
卒
業
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
臨
床
心
理
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
山
梨

放
送
を
経
て
フ
リ
ー
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
巻
頭

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、新
語・流
行
語
大
賞
の
総
合
司
会
な
ど
。
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山
田 

啓
二
（
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ま
だ 
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じ
）

学
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法
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産
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大
学
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長
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大

学
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授
。
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大
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法
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卒
業
。
前
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府
知
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４
期
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全
国
知
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会
会
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４

期
）。
’18
京
都
産
業
大
学
教
授
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事
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任
。

森
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英
一
（
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い 
え
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ち
）
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大
学
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学
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。
’96
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学
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ど
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永
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け
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携
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。
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ボ
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ニ
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友
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。
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新
任
理
事
・
評
議
員
対
象 

オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

新
た
に
理
事
や
評
議
員
に
就
任
さ
れ
た

方
々
が
期
待
さ
れ
る
役
割
を
適
切
に
果
た
し
、

学
校
法
人
の
適
正
な
運
営
に
当
た
る
こ
と
の

一
助
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
、
理

事
・
評
議
員
の
役
割
等
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
関
係
機
関
か
ら
の
説
明
動
画
を
配
信
し

て
い
ま
す
。

１
．文
部
科
学
省
か
ら
の
説
明

２
．�日
本
私
立
学
校
振
興・共
済
事
業
団
か
ら

の
説
明

３
．日
本
私
立
大
学
連
盟
か
ら
の
説
明

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/ 

m
em

bers/sem
inar/

※��

右
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
る
前
に
、

私
大
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
「
会
員
ロ
グ
イ
ン
」

を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
私
大
連
会
員
法
人

の
理
事
・
評
議
員
の
方
で
、「
会
員
ロ
グ
イ
ン
」
の

ユ
ー
ザ
登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
私
大
連
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

私
大
連
会
員
法
人
向
け

期
間
限
定
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド【
第
2.1
版
】

改
訂
趣
旨
及
び
実
務
上
の
留
意
点
に
関
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

「
私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
【
第

2.1
版
】」
の
改
訂
主
旨
理
解
促
進
や
、
実
務

上
の
留
意
点
の
確
認
を
目
的
と
し
て
説
明
動

画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。『
私
立
大
学
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
』
の
理
念
の
浸
透
や
今
後

の
点
検
作
業
時
に
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

※��

こ
の
動
画
は
、
上
記
「
新
任
理
事
・
評
議
員
対
象

オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」
の
「
３
．
日
本
私
立
大

学
連
盟
か
ら
の
説
明
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/ 

topics_details/id=3532?id=3

▼��
い
ず
れ
の
動
画
も
、
会
員
法
人
関
係
者
限
定
公
開

で
す
。
会
員
法
人
関
係
者
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

私
大
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
への
ユ
ー
ザ
登
録
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

▼��

ユ
ー
ザ
登
録
に
は
、
会
員
法
人
が
発
行
し
た
個
人
用

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
必
要
で
す
。
ユ
ー
ザ
登
録
は
左

記
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/ 

login/

　
こ
の
動
画
は
、
私
大
連
加
盟
大
学
の
学
長
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
学
長
と
し
て
の
お
仕
事
、
研

究
者
と
し
て
の
活
動
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
過
ご

し
方
な
ど
を
お
伺
い
し
、
学
長
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
を
通
じ
て
、
私
立
大
学
で
の
多
様
な
学

び
や
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
な
ど
、
私
立
大
学
の

魅
力
を
視
聴
者
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
松
山
大
学
　
池
上
真
人
学
長
、
文
教

大
学
　
宮
武
利
江
学
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

公
開
、
今
後
も
随
時
公
開
予
定
で
す
。

加
盟
大
学
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画 

「
学
長 

と
き
ど
き 

私
」
を
公
開

https://w
w

w
.youtube.com

/
playlist?list=PLXbCoVKSQ

ta
1lRjej5N

a3BL2SaCdVSihT
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● 

７
月
22
日
㈫

第
４
回
常
務
理
事
会
、

第
４
回
理
事
会
に
出
席

会
長
の
動
き

● 

７
月
22
日
㈫
・
23
日
㈬

財
務
・
人
事
担
当
理
事
者
会
議
（
第
１
回
）

● 

７
月
29
日
㈫

私
立
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
【
第
2.1
版
】

改
訂
趣
旨
及
び
実
務
上
の
留
意
点
に
関
す
る

説
明
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

● 

８
月
５
日
㈫

Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
コ
ー
ス
）

● 

８
月
７
日
㈭
・
８
日
㈮

Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
対
面
参
加

コ
ー
ス
）

● 

８
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬

教
学
担
当
理
事
者
会
議

● 

８
月
21
日
㈭
・
22
日
㈮

監
事
会
議

● 

８
月
27
日
㈬
・
28
日
㈭

学
長
会
議
（
第
１
回
）

開
催
報
告

詳
細
は
、
私
大
連
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を 

ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/

私
大
連
の
概
要
を

動
画
で
わ
か
り
や
す
く

ご
紹
介
。

私
大
連

 

早
わ
か
り

YouTubeで
公開中！

こ
ち
ら
で
私
大
連
の
各
種
動
画

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
本
私
立
大
学
連
盟
公
式

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
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※内容は変更になる場合があります。次号予告 2025.11
NO.425

編集後記

座談会「アカデミック・ライティング支援のいま」
特　集「専門ミュージアムという発信拠点―大学の知のかたち―」
小特集「大学を起点とする“出会い”のデザイン」
だいがくのたから 大谷大学 大学点描 天理大学
クローズアップ・インタビュー 田中 みずきさん（銭湯ペンキ絵師）

◆
「
大
学
生
活
と
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
は
切

り
離
せ
な
い
連
続
し
た
営
み
だ
」
と
い
う

本
特
集
の
狙
い
を
各
大
学
の
寄
稿
が
鮮
や

か
に
映
し
出
し
て
く
れ
た
。「
キ
ャ
リ
ア

を
仕
事
・
職
業
を
含
め
た
、
自
立
し
た
個

と
し
て
の
自
分
ら
し
い
人
生
の
あ
り
方
と

捉
え
、
就
職
＝
ゴ
ー
ル
と
は
考
え
て
い
な

い
」
と
語
る
よ
う
に
、
キ
ャ
リ
ア
は
内
定

獲
得
の
ず
っ
と
先
ま
で
続
く
人
生
そ
の
も

の
。
そ
の
道
の
り
は
決
し
て
一
直
線
で
は

な
い
。「
迷
う
か
ら
遠
く
に
行
け
る
」
と
い

う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
大
学
と
い
う
時

間
は
、
将
来
の
土
台
を
築
く
大
事
な
期
間

だ
。
時
に
立
ち
止
ま
り
、
深
く
悩
み
、
多

様
な
経
験
を
通
じ
て
本
質
的
な
自
分
自
身

と
向
き
合
う
。
そ
こ
で
得
ら
れ
る
学
び
や

気
づ
き
は
、
将
来
に
役
立
つ
大
切
な
指
針

と
な
る
だ
ろ
う
。
地
域
で
の
実
践
、
実
際

の
企
業
課
題
へ
の
果
敢
な
挑
戦
、
そ
し
て

仲
間
と
の
対
話
。
こ
う
し
た
主
体
的
な

「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
ま
だ
見
ぬ
可
能
性
を

無
限
に
拓
き
、
や
が
て
来
る
素
晴
ら
し
い

未
来
へ
と
繋
が
る
と
信
じ
て
い
る
。

こ
の
特
集
が
、
未
来
へ
踏
み
出
す
学
生

た
ち
の
背
中
を
押
し
、
自
分
ら
し
い
未
来

を
拓
く
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。〈
広

報
・
情
報
委
員
会
大
学
時
報
分
科
会
委

員
・
立
教
大
学
企
画
部
渉
外
課
課
長
補
佐 

大
野
百
合
子
〉

◆
子
ど
も
の
将
来
を
期
待
し
て
語
ら
れ
た

「
末
は
博
士
か
大
臣
か
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
を
最
近
は
あ
ま
り
耳
に
し
な
く
な
っ
た
。

価
値
観
の
多
様
化
等
の
理
由
も
あ
る
が
、

博
士
課
程
進
学
が
不
安
の
残
る
選
択
肢
と

見
な
さ
れ
が
ち
と
い
う
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
博
士
課
程
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
博
士

号
が
拓
く
道
は
ア
カ
デ
ミ
ア
の
世
界
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
産
業
界
を
含
む
多
様
な

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
構
築
し
て
お
り
、
競
争

市
場
や
社
会
課
題
の
最
前
線
で
、
高
度
な

知
を
備
え
た
博
士
人
材
が
活
躍
で
き
る
場

を
広
げ
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

本
小
特
集
で
は
、
産
官
学
連
携
に
よ
る

支
援
策
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
事
例
の
活
用
、
大

学
院
教
育
改
革
の
最
新
動
向
な
ど
を
紹
介

し
た
。
社
会
に
溶
け
込
み
、文
理
融
合
さ
せ

た
学
際
的
な
視
野
と
柔
軟
で
高
度
な
思
考

力
を
育
成
し
て
い
く
新
た
な
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
視
点
は
示
唆
に
富
む
内
容
だ
。

今
後
の
高
等
教
育
政
策
に
お
い
て
も
、

博
士
人
材
の
社
会
的
活
躍
を
い
か
に
実
装

す
る
か
が
重
要
な
論
点
の
ひ
と
つ
と
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、
現
場
で
の

実
践
的
な
取
り
組
み
と
課
題
意
識
の
共
有

を
期
待
し
て
ま
い
り
た
い
。〈
広
報
・
情
報

委
員
会
大
学
時
報
分
科
会
委
員
・
明
治
大

学
経
営
企
画
部
広
報
課
長 

野
見
山
智
道
〉

◆
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
食
―
座
談
会
で
は
、
食
を
通
し
て

広
が
る
世
界
を
知
る
時
間
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
誌
面
で
は
ご
紹
介
で
き
な
か
っ
た

が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ゲ
ス
ト
の
青
戸
さ
ん

か
ら
は
、
食
を
通
し
て
い
か
に
ご
自
身
の

体
と
向
き
合
っ
て
い
る
か
の
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。

座
談
会
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
石
田

先
生
の
発
言
に
あ
る
“
い
に
し
え
の
食
と

ア
カ
デ
ミ
ア
”
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
お

話
を
聞
き
な
が
ら
、
青
戸
さ
ん
が
大
学
院

に
進
学
し
、
ご
自
身
の
経
験
を
科
学
的
に

検
証
し
、
理
論
化
さ
れ
た
お
話
を
思
い
出

し
て
い
た
。

料
理
は
レ
シ
ピ
通
り
に
作
る
場
合
も
あ

れ
ば
、
塩
コ
シ
ョ
ウ
少
々
、
目
分
量
な
ど
、

感
覚
で
作
る
場
合
も
あ
る
。
人
間
の
感
覚

や
知
恵
と
ア
カ
デ
ミ
ア
の
融
合
は
、
歴
史

的
文
化
の
継
承
と
共
に
、
培
わ
れ
た
知
の

感
覚
を
形
に
す
る
も
の
な
の
だ
と
感
じ
る
。

今
後
も
大
学
が
、
こ
の
よ
う
な
場
で
あ
り

続
け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。〈
日
本
私
立

大
学
連
盟
事
務
局 

加
賀
崎
奈
美
〉
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（日本私立大学連盟事務局）
（日本私立大学連盟事務局）
（日本私立大学連盟事務局）
（日本私立大学連盟事務局）

松 田 美 佐
須 藤 智 徳
藤 野 　 圭
玉 村まゆか
中 谷 良 規
河 越 英 代
野見山智道
大野百合子
勝 屋 藍 太
山 田 健 太
高 橋 慈 海
大谷奈緒子
中 條 賢 二

小 泉 邦 人

春 名 貴 明
加賀崎奈美
長 尾 早 姫
　 田 匡 孝




